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数理解析 研究所講究録は, 京都大学数理解析 研究所の共同利用研究集会および 共同

研究の記録として1964年に刊行が開始されました. 当研究所が全国共同利用研究所

として発足した翌年のことでしたが,以来半世紀, 毎年数十巻を刊行し,2016年に

は第2000巻が 刊行されるに至りました。 第1巻から第2000巻までに収録された論文

数は29,265編,総頁数は342,960頁という膨大なものであり, 最先端の数学,数理科
学分野の研究状況を伝えるのみならず,我が国の数学,数理科学の発展の歴史を留

める文献として,他に類例を見ない論文集となっています。

講究録の内容は当研究所のウェプサイトおよび京都大学の学術情報リポジトリにお

いても公開され,年間の総アクセス数は1380,032回(2017年度)を数えるなど、多

数の方にご利用いただいています。

講究録の使用言語は論文著者の判断に任されていますが,結果的に日本語が 多用さ

れていることが特徴の一つとなっています. その結果,講究気録は,数学·数理科学

の広い領域における最先端の専門知識に母国語でアクセスできるものとして,近年

の英語化の流れの中で,重要な文献となりつつあります。

当研究所の共同利用事業に参加し講究録の論文を執筆していただいた多数の方々に

対し,講究録を大きく成長させていただいたことを深く感謝いたしますとともに,

これからも, 当研究所の国際共同利用·共同研究拠点(*)としての活動にご参加いた

だき,講究録の発展にご協力いただけますよう心よりお願い申し上げます。

*数理解析 研究所は2018年11月13日,共同利用·共同研究拠点の認定が 廃止され,

新しく国際共同利用·共同研究拠点に認定されました。



RIMS Kôkyûroku 2103

Representation theory and various problems
in algebra, analysis, and geometry

June 19~22, 2018

edited by Toshihisa Kubo

February, 2019

Research Institute for Mathematical Sciences

Kyoto University, Kyoto, Japan

This is a report of research done at the Research Institute for Mathematical Sciences,
an International Joint Usage/Research Center located in Kyoto University.

The papers contained herein are in final form and will not be submitted for publication elsewhere.





表現論と代数、解析、幾何をめぐる諸問題

Representation theory and various problems

in algebra, analysis, and geometry

RIMS共同研究(公開型)報告集

2018年6月19日~ 6月22日

研究代表者 久保 利久(Toshihisa Kubo)

目次

1. sl2D#RATR a a o(p, q) D (g,K) U# .

*a (Takashi Hashimoto) 鳥取大学(Tottori U.)

14Onsome relatively cuspidal representations of GL, over p-adic fields
加藤 信一(Shin-ichi Kato)

2.

京都大学(Kyoto U.)

香川大学(Kagawa U.)高野 啓児(KeijiTakano)

3. 等質開凸錐に付随するゼータ関数の関数 等式 28

+A (Hideto Nakashima) 名古屋大学(Nagoya U.)

反ド·ジッター空間における無限生成の強不連続性を有さない

ある不連続群の軌道の数え上げについて.

4.

43

## - (Kazuki Kannaka) 東京大学(U. Tokyo)

誘導表現の重複度の一様有界性について、

ET H (Masatoshi Kitagawa)

5. .. 60

奈良女子大学(Nara Women'sU.)

6. The orbit decomposition of a flag variety over real and complex numbers ....76
田内 大渡(Taito Tauchi) 東京大学(U. Tokyo)

7. 偶数次直交群の有限型多重旗多様体, ....86
松木 敏彦(Toshihiko Matsuki) 龍谷大学(Ryukoku U.)

8. Avector-valued version of Kostant's separation of variables theorem ... 90

織田 寬(Hiroshi Oda) 拓殖大学(Takushoku U.)

i



9. コンパクトな算術商上のヘッケ固有値の漸近分布.. 109

E (Satoshi Wakatsuki) 金沢大学(Kanazawa U.)

10. Asurvey on the restriction problem of p-adic unitary group

for some non-generic L-parameter 118

Jaeho Haan Korea Inst. Advanced Study CMC

11. The local Miyawaki liftings and the Gan-Gross-Prasad conjecture 122. ..

M (Hiraku Atobe) 東京大学(U.Tokyo)

12. B2 型最高ウェイトクリスタルのグラフ理論的特徴付け 126

EM t (Shunsuke Tsuchioka) 東京大学(U. Tokyo)

13. ユニタリ鏡映群の同変シューベルト·カルキュラスに向けて 137

A (Hiroshi Naruse) LIX (U. Yamanashi)

ii


